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令和元年分の所得税の青色申告決算等説明会、年末調整等説明会及び消費税軽減税率
制度等説明会を開催します。

種類 開催日時 開催場所 対象者

所得税の青色申告
決算等説明会

  11 月 20 日（水）
   午前 10 時～正午

 小牧市市民会館
 個人の方で、
 青色申告をされている方  11 月 22 日（金）

   午前 10 時～正午
 春日井市東部市民センター

年末調整等説明会

  11 月 20 日（水）
   午後 1 時 15 分～ 3 時 15 分

 小牧市市民会館
 個人及び法人の
 源泉徴収義務者の方  11 月 22 日（金）

   午後 1 時 15 分～ 3 時 15 分
 春日井市東部市民センター

消費税軽減税率制
度等説明会

  11 月 20 日（水）
   午後 3 時 30 分～ 4 時 30 分

 小牧市市民会館  個人及び法人の
 事業者の方
※事前申込みは不要ですが、会場
　の収容人員の都合によりご参加
　いただけない場合もあります。

  11 月 22 日（金）
   午後 3 時 30 分～ 4 時 30 分

 春日井市東部市民センター

所得税の青色申告決算等説明会、年末調整等説明会
及び消費税軽減税率制度等説明会

▼問い合わせ
　所得税の青色申告決算等説明会　小牧税務署 個人課税第一部門　☎ 0568（72）2113（ダイヤルイン）
　年末調整等説明会　　　　　　　小牧税務署 法人課税第七部門　☎ 0568（72）2116（ダイヤルイン）
　消費税軽減税率制度等説明会　　小牧税務署 個人課税第一部門　☎ 0568（72）2113（ダイヤルイン）
　　　　　　　　　　　　　　　　小牧税務署 法人課税第一部門　☎ 0568（72）2115（ダイヤルイン）

　青色申告決算書用紙は、確定申告書用紙等に同封されますので、事前送付は行いません。
　また、平成 30 年分の確定申告について、e ｰ Tax・国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
をご利用された方には、青色申告決算書用紙の送付は行いませんので、必要な方は説明会会場でお受け取り
ください。
　なお、青色申告決算書関係書類は国税庁ホームページからダウンロードすることもできます。

（国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp/）

「税を考える週間」とは、毎年 11 月 11 日から 11 月 17 日までの期間に行っている広報活動です。
皆さまに税に対する理解を一層深めていただくことを目的としています。

　11
月 11日から 11月 17日までは

「税を考える週間」です
税務課　内線 267

～町内の小学生の入賞作品を展示します～

▼場所　役場 1 階 正面玄関ホール

11/11( 月 ) ～ 15( 金 )

◆「税に関する習字」入賞作品展示

～町内の税理士が相談をお受けします～

▼場所　役場 2 階 第 1 会議室

◆「税の相談」

11/13( 水 ) ▼時間　午後 1 時 30 分～ 4 時

（奇数月の第 2 水曜日に実施しています）
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政 用意するもの      ①マイナンバーカード

　　　　　　    ② IC カードリーダライタ
マイナンバーカードを利用して e-Tax で申告できます。
既に e-Tax の ID（利用者識別番号）を取得している方も e-Tax の ID・パスワード（暗証番号）が
不要になります。

マイナンバーカード方式

ＩＤ ・ パスワード方式

詳しい情報は　e-Tax ホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp/）をご覧ください。
▼問い合わせ　小牧税務署　☎ 0568（72）2111 

無
料
税
務
相
談
を
開
催
し
ま
す

　

税
に
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

東
海
税
理
士
会
小
牧
支
部
で
は
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
税
に
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日　

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日　

(

通
年
開
催
）

　

な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
中
は
、
11
月
11
日(

月)

、

13
日
（
水
）、
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

(

予
約
制)

▼
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所　

　

東
海
税
理
士
会

　
　

小
牧
支
部
事
務
局

　
　

小
牧
市
中
央

　
　
　
　
　

１
‐
３
４
６

　
　

木
津
用
水
会
館
２
Ｆ

  

※ 

駐
車
場
は
あ
り
ま
す
が

　
　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
　

近
く
の
小
牧
市
営
駐
車

　
　

場(

有
料)

を
ご
利
用

　
　

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
員　

東
海
税
理
士
会
小
牧
支
部
に
所
属
す
る
税
理
士

▼
問
い
合
わ
せ

　
　

東
海
税
理
士
会　

小
牧
支
部

　
　
　
　
　

☎
０
５
６
８
（
72
）
９
７
１
２

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

 
 h

ttp
://w

w
w
.to

u
kaizei-ko

m
aki.jp

/

東
海
税
理
士
会
主
催

の利用手続が
より便利になりましたe-Tax

用意するもの      ID ・ パスワード方式に対応した

　　　　　　　　　　  ① ID （利用者識別番号）

　　　　　　　 ②パスワード（暗証番号）
ID とパスワードは、税務署で職員と対面による本人確認を行った後に発行しますので、発行を希望
される方は、運転免許証などの本人確認書類をお持ちの上、お近くの税務署で申請してください。
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」でのみ利用できます。
平成 30 年 1 月以降、確定申告会場等で「ID・パスワード方式の届出完了通知」を受け取られた方は、
既に利用開始届出書の提出はお済みですので、お手元の申告書等の控えをご確認ください。
※マイナンバーカード及び IC カードリーダライタが普及するまでの暫定的な対応です。

マイナンバーカードや IC カードリーダライタをお持ちでない方は…
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◆資源ごみ回収拠点について
小淵堤外の扶桑緑地公園近くにある資源ごみ回収拠点では、各地区の資源ごみ集積所と同じものを回収しています。
月曜日～金曜日…午前９時～正午、土曜日…午前９時～午後３時（正午～午後１時までを除く）
祝日の場合も回収を行っています。ただし、12 月 29 日（日）から 1 月 3 日（金）までは回収を行いません。
※搬入の際は、回収拠点で住所・氏名等を受付簿に記入してください。また、管理人の指示に従ってください。　
　皆様がスムーズに回収拠点を利用できるよう、必ず各家庭で事前に分別してお持ちください。特に土曜日は、　　
　利用者も多く混雑する原因になります。

11 月は「エコドライブ推進月間」です

　警察庁、経済産業省、国土交通省及び環境省で構成する「エコドライブ普及連絡会」では、
行楽シーズンで自動車に乗る機会が多くなる１１月を「エコドライブ推進月間」と位置付
けています。
　エコドライブ（環境負荷の軽減に配慮した自動車の使用）を心がけましょう。

産業環境課　内線 278

エコドライブ 10 のすすめ

産業環境課　内線 278

１. ふんわりアクセル「e スタート」
２. 車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転
３. 減速時は早めにアクセルを離そう
４. エアコンの使用は適切に
５. ムダなアイドリングはやめよう

 ６. 渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
 ７. タイヤの空気圧から始める点検・整備
 ８. 不要な荷物はおろそう
 ９. 走行の妨げとなる駐車はやめよう
10. 自分の燃費を把握しよう

税
務
課　

内
線
２
６
７

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
推
進
の
ご
案
内

▼
個
人
住
民
税
（
町
民
税
・
県
民
税
）
の
特

別
徴
収
と
は
　
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
個
人
住
民

税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
徴
収
し
、
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
及
び
扶
桑
町

税
条
例
第
42
条
の
規
定
に
よ
り
、
給
与
を
支

払
う
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
は
、
原
則
と

し
て
、
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
個

人
住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
の
事
務
　
毎
年
５
月
に
特
別
徴

収
義
務
者
宛
て
に
、
特
別
徴
収
税
額
の
通
知

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月
の

給
与
か
ら
徴
収
し
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
各

従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例
　
従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
は
、
申
請
に
よ
り
年
12
回
の
納
期

を
年
２
回
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

事
業
主(

給
与
支
払
者)

の
方
へ

　
役
場
に
お
い
て
、
日
本
年
金
機
構
一
宮
年

金
事
務
所
の
出
張
年
金
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
一
宮
年
金
事
務
所
の
職
員
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
予
約
方
法
　
11
月
１
日
（
金
）
か
ら
住
民

課
窓
口
ま
た
は
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。
予
約
の
際
に
相
談
の
予
定
時
間
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を

終
了
し
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
予
約
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
で
す
。

出
張
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

住
民
課　

内
線
２
４
４

▼
日
時
　
11
月
15
日
（
金
）

　
①
午
前
10
時
～
正
午
　
②
午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所
　
役
場
２
階
　
第
１
会
議
室

▼
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
　
相
談
の
と
き
に

は
、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
、
年
金
手
帳

や
被
保
険
者
証
な
ど
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
相
談
者
が
代
理
人
の
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

扶
桑
町
教
育
委
員
会
教
育
長
が 

選
任
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
１
日
付
で
扶
桑

町
教
育
委
員
会
教
育
長

に
、
澤さ

わ
き木

貴き

み

こ
美
子
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
10
月
１
日
か

ら
令
和
４
年
９
月
30
日

ま
で
で
す
。

扶
桑
町
教
育
委
員
会
委
員
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
１
日
付
で
扶
桑
町
教
育
委
員
会
委
員

に
、
松ま

つ
や
ま山

信の
ぶ
お雄

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
10
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９
月
30

日
ま
で
で
す
。 学

校
教
育
課　

内
線
３
４
３

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３
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　12 月 7 日（土）愛・地球博記念公園で開催される

「第 14 回愛知県市町村対抗駅伝競走大会」に出場予定

の代表候補選手たちが、扶桑北中学校周辺などで大会

に向けて一生懸命練習をしています。今年もチーム一

丸となって好成績を収められるようにがんばります！

　　みなさんの温かいご声援をお願いします。

総合体育館　☎（93）2441

＜テレビ放映（予定）＞ 東海テレビ　12 月 7 日（土）　正午 ～ 午後 2 時 30 分（生中継）

ファイト
！ 扶桑町駅伝チーム！！

　
広
報
ふ
そ
う
４
月
号
と
同
時
に
全
戸
配
布

を
し
ま
し
た
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
出
前

講
座
と
し
て
詳
し
い
説
明
を
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
の
で
、
ご
要
望
の
地
区
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
災
害
対
策
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

出
前
講
座
の
実
施
に
つ
い
て

災
害
対
策
室　

内
線
３
５
２

平
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

          

備
品
が
充
実
し
ま
し
た

　
今
年
度
、
平
塚
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
が
「
宝
く
じ
助
成
」

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
）
を
受
け
、
テ
ン

ト
・
物
置
・
ベ
ン
チ

テ
ー
ブ
ル
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要

な
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。「
宝
く
じ
助
成
」

は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
助
成

し
て
い
る
も
の
で
、
住
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
購
入
し
た
宝
く
じ
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
役

立
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課　

内
線
２
１
５

“
命
を
救
う
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”

　
　
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
２

　
現
在
、
医
療
に
お
い
て
輸
血
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
治
療
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ

し
て
血
液
は
献
血
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
献
血
は
16
歳
か
ら
69
歳
の
健
康
な
方
な
ら

ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。（
65
歳
か
ら
69
歳

の
方
は
60
歳
か
ら
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の

あ
る
方
に
限
り
ま
す
。）

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
血
液
検
査

成
績
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
救
え
る

命
が
あ
り
ま
す
。
お
一
人
で
も
多
く
の
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
受
付
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
扶
桑

▼
主
催
　
扶
桑
町
献
血
推
進
協
議
会

　
８
月
５
日
に
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
オ
と

「
災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
資
機
材
の
提

供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対

策
及
び
復
旧
業
務
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

必
要
な
資
機
材
を
優
先
的
に
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
で
す
。

「
災
害
時
に
お
け
る

 

レ
ン
タ
ル
資
機
材
の
提
供
に

 

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

災
害
対
策
室　

内
線
３
５
２

災
害
対
策
室　

内
線
３
５
２

◆
緊
急
地
震
速
報
訓
練

▼
日
時

　
11
月
５
日
（
火
）

　
　
午
前
10
時
頃

「
チ
ャ
イ
ム
音
」

「
こ
ち
ら
は
、
こ
う
ほ
う
ふ
そ
う
で
す
。

た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」

「
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
」

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
、
大
地

震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」
が

３
回
。

「
こ
ち
ら
は
、
こ
う
ほ
う
ふ
そ
う
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。」

「
チ
ャ
イ
ム
音
」

　
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
時
の

行
動
は
、
ま
わ
り
の
人
に
声
を
か
け
な

が
ら
、
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
あ
わ

て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
が
基
本
で
す
。
身
を
守
る
安
全
行

動
を
訓
練
で
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
災
害
等
の
発
生
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
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保育園からのお知らせ

子育て支援センター『にこにこらんど』
　  　　                                      （高雄保育園内）◆０，１歳フロアー
　日時★ 11 月　1 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 親子ふれ合い遊び
　日時★ 11 月 15 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 食育講座・誕生会
◆２，３歳フロアー
　日時★ 11 月　8 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 ネットワーカー ひよっこさん
　日時★ 11 月 22 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 看護講座・誕生会
※持ち物…着替え、水筒、帽子等
◆にこにこサロン
　月曜日～金曜日（祝日除く）午前 9 時～午後 4 時
　親子で、誰でも自由に遊びに来てください。
◆電話、面接相談　☎（92）4152
　月曜日～金曜日（祝日除く）午前 9 時～午後 4 時

園庭開放『ちびっこ広場』
 高雄西保育園、 高雄南保育園、山名保育園、柏森保育園、柏森南保育園で行います。予約の必要はありません。
　　日時　★ 11 月 1 日 ( 金 )・8 日 ( 金 )・15 日 ( 金 )　午前 10 時～ 11 時 30 分
　◎ 遊びの内容につきましては、保育園、子育て支援センターの「ちびっこ広場」の案内をご覧ください。
　◎ 着替え、水筒、帽子等をお持ちください。
　◎ いずれの保育園も駐車場がありませんので、自転車または徒歩でお越しください。

子育て支援センター『すくすくらんど』
　  　　                                      （斎藤保育園内）◆０，１歳フロアー
　日時★ 11 月　1 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　親子ヨガ

　日時★ 11 月 15 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 看護講座・誕生会

◆２，３歳フロアー
　日時★ 11 月　8 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 保健講座・誕生会

※持ち物…着替え、水筒、帽子等

◆すくすくサロン
　月曜日～金曜日（祝日除く）午前 9 時～午後 4 時
　親子で、誰でも自由に遊びに来てください。
◆電話、面接相談　☎（93）1867
　月曜日～金曜日（祝日除く）午前 9 時～午後 4 時

《依頼会員が援助会員に支払う報酬の基準》
区　　　分 基　準　額

　　月曜日～金曜日
　　午前７時～午後８時

１時間あたり８００円

　　土曜日・日曜日
　　午前７時～午後８時

１時間あたり９００円

●子どもを預かる場所は、原則として援助会員の自宅です。
●援助会員・依頼会員の募集をしています。
　一時的に子育てで困った経験をお持ちの方も多いと思
います。近くに親戚も知人もいない場合などは、切実な
問題です。そんなとき、ファミリー・サポート・センター
は大きな力になります。
※ 現在、援助会員（お手伝いをしたい人）が不足し
　ています。是非、多くの方に援助会員に登録していた
　だき、子育ての援助をお願いします。

①援助依頼
　の申込み

②援助協力
　の依頼

③援助協力
　の紹介

④事前打合せ
　援助活動の提供

⑤活動終了
   報酬の授受

⑥活動記録簿
　の提出

援助会員
（お手伝いをしたい人）

依頼会員
（手助けをしてほしい人）

ファミリー・サポート・センター
（ママ・ちょこ）

　扶桑町では、子育ての援助を受けたい人と援助を行いたい人をつなぐ「ファミリー・サポート・センター
事業」を実施しています。ファミリー・サポート・センターは、地域において子育ての援助を受けたい人
と援助を行いたい人が会員となり、その会員同士を結びつけ、子育て支援の活動をする会員組織です。
　ファミリー・サポート・センターはタイムハウス内（高雄字羽根西４４番地）にあります。
　◆連絡先：NPO 法人 ママ・ちょこ事務局　☎７４－０７４６
　◆開設時間：月曜日～金曜日（祝日を除く）　午前 10 時～午後５時  ・  第１土曜日　午前 10 時～正午
　こんなときに
　●保育園、幼稚園へ乳幼児を送迎すること。●小学校の始業時間前又は終業時間後の子どもを預かること。
　●乳幼児が軽度の病気のとき、その乳幼児を預かること。●その他育児のために必要な援助を行うこと。

ファミリー・サポート・センター事業を知っていますか

ファミリー・サポート・センター事業の仕組み

◆講座案内：援助会員養成講座「子どもの保育と環境」  11 月 19 日（火）午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分 役場大会議室にて行います。

福祉児童課 内線 229

◆「保育が必要な利用者」のみ幼児教育・保育無償化の対象となります。ただし無償化には上限額があり 
　  ますので、詳細は福祉児童課  ☎ (93)1111  へお問い合わせください。
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地域自主防犯活動活発化促進事業
総務課　内線 216

地 域 自 主 防 犯 活 動 活 発 化 促 進 事 業 と は ？
　多発する住宅対象侵入盗、特殊詐欺などの犯罪を減少させるために愛知県が実施している事
業です。地域の特性に応じた防犯活動を独自企画する自主防犯団体（防犯パトロール隊）を募
集し、優秀な提案をしていただいた団体に、その企画の実践を委託するものです。
　今年度、扶桑町内では南山名防犯パトロール隊、中島防犯パトロール隊の２団体が応募、採
用され現在活動をしています。

南山名防犯パトロール隊活動内容

① パトロール活動の認知強化
　  ● 自転車を利用した昼間の防犯パトロール
　  ● 小学生の通学時の防犯パトロール

② 防犯パトロールの一体化
　  ● 地区独自の、のぼり旗を作成

③ 定期的な啓発活動
　  ● 防犯教室を定期的に開催

　  ● ナンバープレート盗難防止ねじの無料取付けキャンペーン…等

参加団体紹介

① 「地域を見守る防犯の目」の看板作成
　  ● 立体的な目玉がどの角度から見ても追いかけてくる
　      看板を地区内 20 か所設置

② ソーラー式人感センサーＬＥＤライト取付け
　  ● 人目に付きにくい青木川管理道出入口・休耕田沿いに設置

③ 啓発用チラシの配布
　  ● 毎月違うテーマで防犯啓発活動…等

中島防犯パトロール隊活動内容

南山名防犯パトロール隊です。
私どもの先輩諸氏の努力で 13 年前から
青色パトロール車によるパトロールを行っております。
犯罪抑制、交通安全のため、今日も頑張ります！！
　　　　　　 南山名防犯パトロール隊

中島防犯パトロール隊

犯罪者は音・光・モノ（人や物）を
嫌うと聞きます。
中島防犯パトロール隊も高齢化が進む中、
今回本隊は光と人に着目し、犯罪被害ゼロ
を目標に事業を推進していきます！！

私たちが、
南山名のパトロールを
しています！

どの角度から見ても
目が追いかけてくる！？
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（件数）

　犯罪の発生件数は、前年同時期（1 月～ 8 月）を比較してみますと刑法犯件数 88 件（昨年 157 件）でした。
街頭犯罪についても、件数 41 件（昨年 84 件）と減少しています。特に自転車盗は 21 件（昨年 31 件）
と減少していますが、現在も多くの被害がでています。今後も十分な警戒が必要です。
　愛知県警察本部からの犯罪統計資料によると、扶桑町で発生した住宅対象侵入盗のうち、住宅侵入窃
盗は 8 月中に 2 件の発生があり、いずれもバールの様なもので玄関をこじ開け、一般民家から現金及び
ブランド品のバッグなどが盗まれています。住宅対象侵入盗対策としては、ガードプレートや複数の施
錠設備を取付け、玄関の防犯対策を行い被害を防ぎましょう。

総務課　内線 216

扶桑町の学区別犯罪発生状況（平成 31 年 1 月～令和元年 8 月）

安全で安心はみんなの願い

年 刑法犯 街頭犯罪
侵入盗 自動車盗 車上ねらい 部品ねらい オートバイ盗 自転車盗 自動販売機荒し ひったくり 恐喝・強盗

柏森
本年 35 14 3 1 1 0 0 9 0 0 0

30 年 58 32 17 0 5 1 0 8 1 0 0

高雄
本年 21 10 3 1 1 2 0 3 0 0 0

30 年 32 16 8 0 0 3 0 4 1 0 0

山名
本年 16 6 1 0 1 0 0 4 0 0 0

30 年 48 23 9 1 1 1 0 11 0 0 0

扶桑東
本年 16 11 1 0 3 0 1 5 1 0 0

30 年 19 13 1 1 3 0 0 8 0 0 0

合計
本年 88 41 8 2 6 2 1 21 1 0 0

30 年 157 84 35 2 9 5 0 31 2 0 0

　はり ･ きゅう、マッサージ、接骨院等で施術等を受ける場合には国民健康保険など健康保険が使える
ものと使えないものがあります。正しいかかり方についてのご理解とご協力をお願いします。
　整骨院や接骨院で施術を受ける場合、骨折、脱臼、打撲及び捻挫（いわゆる肉ばなれを含む）の施術
を受けたときに健康保険の対象になります。※１　単なる肩こり、腰痛などに対する施術は健康保険の
対象になりません。このような症状で施術を受けた場合は、全額自己負担になります。
　はり・きゅうの施術を受ける場合、主として神経痛、リウマチ、頸

けいわん

腕症候群、五十肩、腰痛症及び
頸
けいつい

椎捻挫後遺症等の慢性的な疼痛を主症とする疾患の治療を受けたときに健康保険の対象となります。
※２
　マッサージの施術を受ける場合、筋麻痺や関節拘縮等であって、医療上マッサージを必要とする症例
について施術を受けたときに健康保険の対象となります。※３　単に疲労回復や慰安を目的としたもの
や、疾病予防のためのマッサージなどは健康保険の対象となりませんので、ご注意ください。

※１　　　骨折及び脱臼については、緊急の場合を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です。
※２※３　健康保険で施術を受けるにあたっては、あらかじめ医師の発行した同意書又は診断書が必要 
　　　　　です。

住民課　内線 246

はり ･きゅう ､マッサージ ､接骨院等の受診について
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産業環境課　内線 278
家庭ごみ収集について

◎施設で回収するもの　＊詳しくは年間行事予定表の 3 ページをご覧ください。

◎可燃性ごみ収集について
  ○祝日も通常どおり収集を行います。　○事業活動により生じるごみは町では収集しません。
  ○収集日当日の朝に出してください。
  ○収集車が作業により、道路上で停車する場合がありますが、ご理解とご協力をお願いします。
  ※可燃性ごみには、多くの水分が含まれています。生ごみの水分をよく切って出してください。

◎資源ごみ・小型ごみ分別収集日程表

地　区　名 資源ごみ・小型ごみの分別収集日
（容器プラと廃プラを含む）

容器プラと
廃プラの収集日

 南新田・高雄住宅・北新田・羽根・東川西・東川南・東川北・扶桑住宅・

 ビレッジハウス扶桑・ 村田機械寮
１１月３日 １１月１７日

 羽根西・南定松・北定松・高雄団地・福塚・宮島・伊勢帰・扶桑台 １１月１０日 １１月２４日

 山那・小淵・大門・森・前野・野田・西村・寺前・中村住宅・斎藤東・

 斎藤西・斎藤中・斎藤南・斎藤北・緑ヶ丘・高木東・高木西

１１月１７日
（大門・森・前野・野田・西村・

寺前・中村住宅　24 日）
１１月３日

 柏森東 1 区・柏森東 2 区・柏森レインボー・柏森西・柏森南・柏森北

 中島・ 花立・平塚 
１１月２４日 １１月１０日

※各地区集積所で収集した資源ごみ（アルミ缶・スチール缶・鉄類・びん・紙類・古着）の売上金は全額地
　区へ交付しています。地区での収集にご協力ください。
※地区の分別収集に出せない方は、資源ごみ回収拠点（小淵堤外）にて資源ごみ・小型ごみの回収を行って
　いますのでご利用ください。祝日の場合も利用できます。
　○ 月曜日～金曜日…午前９時～正午　　○ 土曜日…午前９時～午後３時（正午～午後１時を除く）
　　（詳しくは年間行事予定表の 4 ページをご覧ください。）

※収集日に注意

回収するもの 回収場所 回収日

11 月（奇数月）
牛乳パック

 総合体育館（火曜日休み）、老人憩の家（月曜日、祝日休み）
 中央公民館（火曜日休み）、各保育園（土・日曜日、祝日休み）
 サングリーンハウス（土・日曜日、祝日休み）
 各学習等供用施設（月曜日、祝日休み）

11 月 13 日（水）～ 20 日（水）
　　※各施設の休みに

ご注意ください。

 役場（土・日曜日、祝日休み）総合福祉センター（月曜日休み） 開庁日

使用済み小型家電
（9 品目）

 役場（土・日曜日、祝日休み）総合福祉センター（月曜日休み）
 総合体育館（火曜日休み）

開庁日

◎集団回収のご案内　＊詳しくは実施団体の案内で確認してください。

 ○１１月９日（土） 扶桑中学校　[ 予備日１１月１０日（日）]

産業環境課　内線 273

ゆずります・さがしています ◆このリサイクルニュースのシステムは、ゆずりたい方・さがして
　いる方をご紹介するものです。有償・無償の条件提示や交渉等は
　各個人で責任を持っておこなってください。

ゆずります（物品） さがしています（物品）

 ＊ 柏森小学校体操服
     （サイズ 120・130）

 ＊ 五月人形（鎧かぶと）

 ● 洋服だんす

 ● 手作りの机
     （引き出しあり）

 ● 扶桑幼稚園の制服（男児）

 ● 帯、着物、小物等

 ● 扶桑北中学校の制服、体操服（サイズ 150・160）（女子）

新規物品 ( ＊ ) 印は 11 月 6 日（水）午前９時から先着順窓口受付のみ

物々交換イベントの
お知らせ

○日 時　11月 25日（月） 午前10時～11時30分（午前10時15分受付終了）
○場 所　扶桑町総合福祉センター２階　大会議室
○問い合わせ　ぷらねっと扶桑　☎（75）3082
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★貸館の受付開始
　11 月 1 日（金）より、会議室、リハーサル室、展示室、ホール練習の令和 2 年 1 月利用とホールの令
和 2 年 5 月利用の申請受付を開始します。受付時間は午前 9 時から午後 5 時までで、先着順に受付します。
但し、開始日に限り、午前 9 時から 10 時までは一括しての受付で、ご利用の日程が重複した際は、抽選
となります。

文化会館情報

“～人生を豊かに、心潤うひとときを～あなたの町の文化会館”

◆扶桑文化会館情報◆　☎ (93)9000　開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜月曜日（祝日は除く）・火曜日休館＞

～入場無料のアットホームなコンサート～

会場：扶桑文化会館 

 11月9日（土）
  午後2時～3時

“ 二胡・短筝・ピアノで贈る愛しの名曲～ ”

出演 チェリーブロッサム ／大島なおみ(二胡) 、丹下よしみ（短筝）、中川みどり（ピアノ）

★演奏予定曲 ☆紹介

“ Brass Ensemble Night ”

サウンドオブミュージック／
アイネクライネナハトムジーク／
オーシャンデリゼ／ほか

★演奏予定曲

名古屋音楽大学在学生が演奏する金管五重奏団です。クラシックから
ポップスまで幅広く演奏します!　輝かしい音色から温かく柔らかい
サウンドまで、金管楽器の魅力をたっぷりとお楽しみください！

☆紹介
 

 11月15日（金）
  午後7時～8時

魅惑のワルツ／シルクロード／
愛の讃歌／ほか

哀愁漂う東洋の音色は、どこかノスタルジック。
伝統音楽・映画音楽などで心やすらぐひとときをご一緒しましょう！

出演 高野楓(トランペット)、石原実奈(ホルン)、河原有希(トロンボーン)、

　　　加藤真帆(ユーフォニアム)、加藤寛人(テューバ)

おおしま たん げ なか がわ

たかのかえで

ブ ラ ス ア ン サ ン ブ ル ナ イ ト

いしはら み  な かわはら ゆうき

かとう ま　ほ かとう ひろと

★登録アーティスト事業について
　扶桑文化会館では、文化芸術に携わるアーティストを町内の団体（地域コミュニティ、子ども会、老人
クラブ、学校等）に紹介する事業を展開しています。ぜひご利用ください。現在、24名のアーティストが
登録しています。

★ 11・12月開催公演情報
公 演 日 公 演 名 入 場 料

　 11 月 30 日（土）

　 午後 1 時 30 分開演

扶桑文化会館開館 25 周年記念
「ラジオ深夜便のつどい in 扶桑町」

入場には NHK からの当選はがきが必要です。
申し込みについては広報ふそう 10 月号を 
ご覧ください。

　 12 月 22 日（日）

　 午後 3 時開演

NAOTO X’ mas アコースティック　
コンサート with 榊原大

 N
な お と

AOTO ( ヴァイオリニスト )

 榊
さかきばら

原 大
だい

( ピアニスト )

  【全席指定】

   一 般　 3,500 円
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創業のための資金融資にかかる保証料と利子助成制度について

産業環境課　　内線 272・273
　扶桑町では創業のための資金融資を受けた事業者を対象に、負担軽減と町内産業の発展及び振興を図るこ
とを目的として、創業のための資金融資について保証料と利子の一部を助成する制度を創設しました。

種　　類 補助対象 助成額

扶桑町創業等支援資金
融 資 保 証 料 助 成 金   

○愛知県経済環境適応資金のうち創業等支援資金融資を受けた者
○扶桑町内に主たる事業所を有する、又は有する予定の個人及び
　法人
○融資に係る保証料を一括納付した者
○町税等の滞納がない者

保証料の全額（借換金額
に相当する保証料は除き
ます。100 円未満切捨て）

扶桑町創業等支援資金
融資利子補給助成金

○愛知県経済環境適応資金のうち創業等支援資金融資を受けた者
○扶桑町内に主たる事業所を有する、又は有する予定の個人及び
　法人
○融資に係る利子を納付した者
○町税等の滞納がない者

支 払 済 利 子 12 か 月 分
（月額の上限は 1 万円で、
100 円未満切捨て）

日 本 政 策 金 融 公 庫
融 資 制 度 に 係 る
利 子 補 給 助 成 金

○株式会社日本政策金融公庫から創業のために必要な資金融資を
　受けた者
○扶桑町内に主たる事業所を有する、又は有する予定の個人及び
　法人
○融資に係る利子を納付した者
○町税等の滞納がない者

支 払 済 利 子 24 か 月 分
（月額の上限は 1 万円で、
100 円未満切捨て）

▼申込み・問い合わせ　産業環境課　産業グループ

　
原
因
が
不
明
で
、
治
療
方
法
が
確
定
し
て

い
な
い
難
病
に
か
か
り
治
療
を
受
け
て
い
る

方
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
　
扶
桑
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
で
、
町
が
要
綱
で
定
め
る
疾
患
に
か
か
り
、

現
在
治
療
を
受
け
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
扶
桑

町
心
身
障
害
者
扶
助
料
受
給
者
は
除
き
ま
す
。

▼
見
舞
い
金
額
　
年
額
１
２
，
０
０
０
円

（
12
月
末
振
り
込
み
）

▼
申
請
の
手
続
き
　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
次

の
書
類
を
福
祉
児
童
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
３
年
ご
と
の
申
請
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
平
成
28
年
度
に
申
請
さ
れ
た

方
は
新
し
く
更
新
の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。更
新
の
申
請
に
該
当
す
る
方
に
は
、

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
請
書
類
　

①
難
病
患
者
見
舞
金
支
給
申
請
書

②
医
師
ま
た
は
公
的
機
関
の
発
行
す
る
書
類

　
で
疾
患
を
確
認
で
き
る
も
の

▼
提
出
期
限
　
11
月
29
日
（
金
）

難
病
の
方
に
見
舞
金
を

　
　
　
　
　
　
　

 

支
給
し
ま
す

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
３

質
量
計
等
の
定
期
検
査
を行い

ま
す

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

　
質
量
計
等
（
は
か
り
、
分
銅
及
び
お
も
り
）

を
「
取
引
又
は
証
明
」
に
使
用
す
る
場
合
は
、

定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
、
計
量
法

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
は
か
り
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
18
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

正
し
い
犬
の
飼
育
に
つ
い
て

　
最
近
、
犬
の
飼
育
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
と

し
て
の
責
任
を
も
っ
て
、
正
し
い
犬
の
飼
育

を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
フ
ン
や
毛
の
後
始
末
に
つ
い
て

　
犬
の
フ
ン
を
後
始
末
せ
ず
迷
惑
し
て
い
る
と

い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

散
歩
中
に
犬
が
フ
ン
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
飼
主
の
責
任
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
　

ま
た
、
屋
外
で
犬
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
場

合
は
、
周
り
に
犬
の
毛
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う

後
始
末
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
無
駄
吠
え
に
つ
い
て

　
犬
の
無
駄
吠
え
に
よ
る
騒
音
は
、
近
隣
住

民
の
方
の
生
活
環
境
を
乱
し
ま
す
。
無
駄
吠

え
を
し
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
し
つ
け
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
吠
え
る
状
況
を
作

ら
な
い
等
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
避
妊
・
去
勢
に
つ
い
て

　
犬
の
避
妊
・
去
勢
は
飼
い
主
の
つ
と
め
で

す
。
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
首
輪
・
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
に
つ
い
て

　
万
が
一
、
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
首
輪
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
も
し
、
首
輪
が
す
ぐ
に
外
れ
て
し

ま
う
と
き
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
利
用
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
８

▼
場
所
　
扶
桑
町
役
場
　
東
車
庫

▼
手
数
料
　
は
か
り
の
種
類
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

※
質
量
計
の
運
搬
が
困
難
な
場
合
は
、
質
量

　
計
の
所
在
場
所
で
検
査
を
行
い
ま
す
。
そ

　
の
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
産
業
環
境
課
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あ
り
が
と
う

扶
桑
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

一
、
金
五
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
某
　
様

8 月 8 日～ 9 月 9 日分

義　援　金

　日本赤十字社愛知県支部扶桑町分区へ上記の金額が寄せられまし
た。ご協力ありがとうございました。

◆東日本大震災義援金（役場義援金箱） 　　　　            
◆平成 28 年熊本地震災害義援金（役場義援金箱）　
◆平成 29 年 7 月 5 日からの大雨災害義援金（役場義援金箱）   
◆平成 30 年 7 月豪雨災害義援金（役場義援金箱）　
◆北海道胆振東部地震災害義援金（役場義援金箱）          

金     333 円
金     131 円
金     171 円
金     121 円
金     286 円

� 

愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

 

連
絡
協
議
会
10
年
勤
続
表
彰吉野　千恵さん

　
多
年
に
わ
た

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
実
践

に
努
め
ら
れ
、

福
祉
向
上
に
ご

尽
力
さ
れ
た
功

労
を
顕
彰
す
る

た
め
９
月
４
日

（
水
）
に
愛
知

県
庁
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
功

労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
「
朗
読
グ
ル
ー
プ 

あ
い
う
え
お
」
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

� 

令
和
元
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　

 
活
動
功
労
者
表
彰

お
め
で
と
う

朗読グループ あいうえお の皆さん

保
健
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る

事
業
の
た
め
に

一
、
金
二
十
万
円

故
松ま
つ
い井

智と
も
こ子

様
御
家
族
一
同
　
様

　アルコールの多量飲酒や未成年や妊婦の飲酒など
の「不適切な飲酒」は、がん等臓器障害、アルコー
ル依存症、さらには暴力・虐待や飲酒運転、うつ・
自殺、などのリスクを高める危険性もあります。本
人のみならず、その家族や社会にも深刻な事態をも
たらすお酒にまつわるさまざまな問題をひとりひと
りが理解し、アルコール健康障害の予防とお酒の問
題についてこの機会に考えてみませんか？

11 月 10 日（日）～ 16 日（土）は

『アルコール関連問題啓発週間』です

　福祉児童課　内線 223

「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたとき
には、ためらわずに子どもを虐待から救うための行
動を起こしてください。

児童虐待問題は社会全体で
解決しなければならない問題です

11月は児童虐待防止推進月間です

　福祉児童課　内線 229

「１８９（いちはやく） ちいさな命に 待ったなし」
児童相談所全国共通ダイヤル　

☎１
い ち は や く

８９または  ☎０５７０－０６４－０００

　
「
朗
読
グ

ル
ー
プ 

あ

い
う
え
お
」

は
、
町
の
生

涯
学
習
事
業

朗
読
講
座
に

参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
で
昭

和
62
年
に
結

成
し
、
現
在

ま
で
33
年
間

活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
扶
桑
町
図
書
館
の
幼

児
コ
ー
ナ
ー
で
、
親
子
、
幼
児
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か
せ
や
、
視

覚
障
が
い
者
を
対
象
に
「
広
報
ふ
そ
う
」

や
「
議
会
だ
よ
り
」
を
音
訳
し
、
テ
ー

プ
や
Ｃ
Ｄ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

は
、
昔
話
や
童
話
な
ど
を
紙
芝
居
や
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
を
用
い
て
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
た
り
、
童
謡
や
季
節
の
歌
な
ど
を

歌
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
グ
ル
ー
プ
で
は
、
新
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
朗
読
や
読
み
聞

か
せ
な
ど
興
味
の
あ
る
方
は
、
扶
桑
町

図
書
館
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

 

今
回
表
彰
さ
れ
た

　
朗
読
グ
ル
ー
プ 

あ
い
う
え
お  

を
紹
介
し
ま
す

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
吉よ

し
の野

千ち

え恵
さ
ん

が
、
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
企
画

及
び
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
果
た
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
愛
知
県

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
か
ら
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

「
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
」 

　
　

  

を
開
催
し
ま
す

　
愛
知
県
社
会
保
険
労
務
士
会

で
は
、『
社
会
保
険
労
務
士
の

日
（
毎
年
12
月
２
日
）』
を
記

念
し
て
、
社
会
保
険
、
労
働
保

険
、
年
金
及
び
労
働
問
題
に
関

す
る
「
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時
　
12
月
１
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
扶
桑

●
こ
の
よ
う
な
場
合
に

　
　
　
　
　  

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
働
き
方
改
革
っ
て
？

◎
私
の
年
金
は
ど
う
な
る
の
？

◎
も
う
す
ぐ
定
年
だ
け
ど
、
再
就 

　
職
や
第
２
の
人
生
は
ど
の
よ
う

　
に
し
よ
う
？

◎
病
気
を
し
た
と
き
に
補
償
は
？

◎
会
社
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ん
で

　
い
る
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い

　
の
だ
ろ
う
？

◎
育
児
休
業
に
つ
い
て
、
い
い
ア

　
ド
バ
イ
ス
は
な
い
？

　
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
問
題
や

疑
問
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
愛
知
県
社
会

保
険
労
務
士
会
　
尾
張
支
部
　

☎
０
５
８
６
（
78
）
３
８
８
３

　２市３町（小牧市、岩倉市、豊山町、大口町、扶桑町）では、広域で協働について考えるフォーラムを開催します。
過去のフォーラムを振り返り、今後の２市３町による新たな協働について話し合う場として、また、分野が異
なる団体と交流し、新たな視点で協働について考え、活動のヒントを得られる場として開催します。
▼日 時：12 月 14 日（土）午後 1 時 30 分～午後 4 時 40 分（午後 0 時 45 分より受付開始）　　
▼場 所：扶桑文化会館
▼内 容：①ダイジェスト　過去のフォーラムをリレー形式で振り返ります。
　　　　　　　②事 例 発 表　２市３町広域での活動事例を発表します。
　　　　　　　③交 流 会　過去の協働フォーラムを振り返り、新たな協働について話し合ったり、
　　　　　　　　　　　　　　　分野が異なる団体と交流し、活動のヒントを得られる場として開催します。
▼参 加 料：無料
▼申 込 み：11 月 25 日（月）までに『ぷらねっと扶桑』（☎ 75-3082）へお申し込みください。
▼問い合わせ：政策調整課

政策調整課　内線 314
第５回２市３町ふれあい協働フォーラムさあ、協働の舞台へ！！

住民活動紹介コーナー

障がい者や高齢者が
多様な分野において最大限に

活動をしています

自主事業では「ＮＰＯ喫茶 いこい」
を運営しています。

● 障がい者の自立と就労支援

● 心に病を持つ人の社会復帰支援

● 高齢者の生きがいの場

▼ 営 業 日　火曜日～土曜日
　　　　　　 （祝日・年末年始を除く）

▼ 営 業 時 間　午前９時～午後４時

▼ 場 所　老人憩の家内

　お飲み物を提供しております。

　どなたでもご利用いただけます。

NPO 法人スペイス・２１

憩の家指定管理者　NPO 法人スペイス・２１

憩 の 家 で は NPO の 自 主 事 業 8 教 室（ 図 ） の 他、 
17 団体が多様な内容でみなさんをお待ちしています。

憩
の
家

パソコン教室
絵 手 紙 教 室火

曜
健 康 来 楽 部
寺子屋（手話入門）

木
曜

こ ろ ば ん 塾水
曜 シ ニ ア 手 話金

曜

太 極 拳
布 貼 り 絵

土
曜

火～土曜日

ＮＰＯ喫茶 いこい
営
業午前 9 時～午後 4 時

☎ (93)5588
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た
ん
ぽ
ぽ
相
談
の
ご
案
内

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

～
お
子
さ
ん
の
養
育
で
悩
ま
れ
て
い
る

　
　
　

 　
　
　
　
　

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
～

　「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」「
計

算
す
る
」「
注
意
集
中
困
難
」「
多
動
性
」「
衝

動
性
」「
対
人
関
係
」
な
ど
に
お
い
て
、
お

子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
保
護
者
の
方
や

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
で
不
安
の
あ

る
保
護
者
の
方
に
は
、
本
校
の
た
ん
ぽ
ぽ
相

談
（
教
育
相
談
）
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

抱
え
て
い
る
疑
問
や
不
安
・
悩
み
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
日
時
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た

ん
ぽ
ぽ
相
談
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
】

　
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

　
事
前
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
愛
知
県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係

　
　
一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１
１
５
１
番
地
１

　
　  

☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
予
約
受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
時
間
　
火
・
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

午
後
１
時
～
４
時

　
従
業
者
数
50
人
未
満
の
事
業
者
や
そ
の
事

業
場
で
働
く
人
を
対
象
と
し
て
、
産
業
医
等

に
よ
る
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、相
談
内
容
や
指
導
内
容
に
つ
い
て
は
、

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
６
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
　 （
受
付
終
了
は
、
午
後
３
時
30
分
）

▼
会
場
　
尾
北
医
師
会
館
内
相
談
室

　    （
大
口
町
下
小
口
６
丁
目
１
２
２
‐
２
）

▼
担
当
医
師
　
鈴す
ず
い井

　
勝か

つ
や也

　
　
　
　
　
　（
す
ず
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

▼
主
な
診
療
科
　
内
科
・
外
科
・
胃
腸
科
・
整

形
外
科
・
肛
門
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

▼
申
込
み
　
尾
北
医
師
会 

☎
（
95
）
７
０
２
０

　
　
　
　
　
※
当
日
申
込
み
可

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

健
康
相
談
窓
口
の
開
設

住
民
課　

内
線
２
４
９

　
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の
実
施

　
認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
は
、
不
動

産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
や
、
介
護
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る

契
約
な
ど
を
、
自
分
で
行
う
こ
と
が
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を

保
護
し
、
支
援
す
る
制
度
が
「
成
年
後
見
制

度
」
で
す
。

　「
成
年
後
見
制
度
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
無
料
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明

会
後
に
は
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
：
午
後
１
時
～
２
時

　
　
　
　
相
談
会
：
午
後
２
時
～
３
時

▼
場
所
　
老
人
憩
の
家

▼
内
容
　「
独
り
暮
ら
し
に
備
え
て
安
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

任
意
後
見
契
約
」

～
人
生
100
年
時
代
の
備
え
は
、
万
全
で
す
か
？
～

▼
講
師
・
相
談
員
　（
一
社
）
コ
ス
モ
ス
成
年

　
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
愛
知
県
支
部

　
コ
ス
モ
ス
あ
い
ち

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
５

成
年
後
見
制
度 

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

▼
申
込
み
　
介
護
健
康
課
も
し
く
は

　
　
　
　
老
人
憩
の
家
（
☎
93
‐
５
５
８
８
）

※
説
明
会
、
相
談
会
ど
ち
ら
も
予
約
制
で
す

　
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
　
事
前
に
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
愛
知
県
内
の
す
べ
て
の
事
業
場
で
働
く
常

用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
な
ど
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
は
、
令
和
元

年
10
月
１
日
か
ら
「
時
間
額
９
２
６
円
」
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
給
制
、
月
給
制
の
労
働
者
の
場
合
は
、

時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て
最
低
賃
金

の
時
間
額
９
２
６
円
と
比
較
し
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
支
払
わ
れ
て
い
る
賃
金
か

ら
次
の
も
の
を
除
外
し
た
賃
金
額
が
最
低
賃

金
額
以
上
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
11
月
18
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
・
11
月
23
日
（
土
・
祝
）・
24
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
専
用
電
話(

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン)

　
　
　
　
☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談
＠
名
古
屋
法
務
局

　
詳
し
く
は
名
古
屋
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
　@

snsjinkensoudan

▼
問
い
合
わ
せ
　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
５
２
（
９
５
２
）
８
１
１
１
（
内
線
１
４
５
０
）

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手
当
等
）

②
１
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ 

　
る
賃
金
（
賞
与
等
）

③
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
に
対
す
る
賃
金

④
深
夜
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金

⑤
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
お
よ
び
家
族
手
当

　
な
お
、
こ
の
他
、
特
定
の
産
業
で
働
く
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
最
低
賃
金
よ
り

も
金
額
の
高
い
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
江
南
労
働
基
準
監
督
署
☎

（
54
）
２
４
４
３
・
愛
知
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
課
☎
０
５
２
（
９
７
２
）
０
２
５
７

あなたも「人生会議」してみませんか
　「人生会議」とは、もしものときにあなたが望む医療やケア、大切にして
ほしいことをあらかじめ考え、ご家族や信頼できるご友人、医療者や介護職
など周囲の人々と話し合っておくことです。万が一、あなたが言葉で思いを
伝えられなくなったとしても、あなたの希望を汲んで最善の選択をすること
ができます。そして「この選択でよかったのだろうか」というご家族の心の
葛藤を減らすことができるでしょう。
　厚生労働省は、11 月 30 日をいい看取り・看取られについて考える「人生
会議の日」としました。
　仮に重い病気になった時、どんな治療を望んでいるか、どこで、どのよう
に暮らしたいか、これだけはやってみたいことは何かなど、あなたにとって
大切なこと、あなたの将来の希望について、身近な方に伝えてみませんか。
▼問い合わせ：尾北医師会 地域ケア協力センター　☎ (95)7027
　　　　　　　平日 ( 月～金 )　午前 9 時～午後 5 時 15 分



広報ふそう2019年 11月号ー 16 ー

情
　
報

募
　
集

保
　
健

特
　
集

町
　
政

　「同年代の他の人に比べて、もの忘れがよくある」「料理に手間取るなど、作業の段取り
が悪くなった」と感じることはありませんか？
　『軽微な認知機能の低下はあるが、日々の日常生活では自立している状態』を、軽度認知障害（ＭＣＩ）と言います。
　ＭＣＩは認知症ではなく、あくまでも認知症の予備軍で、生活習慣を改善することで、約 46％は正常な範囲に
回復する可能性があるとの研究結果もあります。
　地域包括支援センターでは、ＭＣＩの可能性があるかを 15 分程度で検査する、『あたまの健康チェック』を下
記日程で行います。事前予約が必要なので、ご興味のある方は、地域包括支援センターにお電話いただくか、窓
口にお越しください。
▼日時　12 月 16 日（月）　午前 10 時～正午　　▼場所　扶桑町総合福祉センター 2 階 大会議室
▼対象　扶桑町在住の６５歳以上の方。介護認定を受けている方は要相談。　▼定員　16 名

認知症地域支援推進員のコラム
あたまの健康チェックをしてみませんか

▼問い合わせ　扶桑町地域包括支援センター（扶桑町総合福祉センター１F）
　☎（91）1171　月～金曜日（祝日を除く） 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

つくり手と地域に住む人々を繋げる、 
” コミュニケーション型市場  ” を

開催します

▼日時 11 月 24 日（日）午前 10 時～午後３時　※入場無料・雨天決行
▼場所 アクロスプラザ扶桑

▼内容 ハンドメイド作品の販売、 飲食、キッチンカー ( お子さんから大人ま
　でが楽しめる、制作体験ブースが約 40 店舗出店します。)

▼問い合わせ NPO 法人 Tags New（タグズニュウ）  ☎ 090(1623)1528

ココテラスマーケット 
～ 五感をもてなす ～

　 丹 羽 消 防 署 119 番
秋季全国火災予防運動
　11 月 9 日（土）～ 15 日（金）までの 1 週間、秋季全国火
災予防運動が行われます。
　今年の全国統一標語は、

「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」です。
　秋季全国火災予防運動は、火災が発生しやすい時季を迎え
るにあたり、火災予防意識の一層の普及啓発を図り、ご家庭
や職場で火災に対する備えをしていただくことで、火災と火
災による高齢者を中心とする死傷者の発生や財産の損失を防
ぐことを目的として実施します。
2019 年度尾張ブロック防火管理講習会の開催
　昨年度までは丹羽消防署で、甲種（新規・再）・乙種防火管
理講習会を開催しておりましたが、今年度から申込先が変更
となりました。近々、新規講習会の開催がありますので、防
火管理者に選任される方は、（一財）日本防火・防災協会に直
接お申し込みください。
▼日 時

　令和 2 年 1 月 15 日（水）、16 日（木）の 2 日間
　両日とも受付　午前 9 時 1 ０分から

　令和 2 年 1 月 15 日（水）　受付　午前９時１０分から
▼場 所　大口町健康文化センター　4 階ほほえみホール
　　　　　　（丹羽郡大口町伝右 1 丁目 35 番地）
▼申込期間　11 月 20 日（水）～ 11 月 26 日（火）
▼受講申込・問い合わせ先　( 一財 ) 日本防火・防災協会
　☎ 03(3591)7121　申込 FAX  03(3591)7130
▼そ の 他　他の受講場所のご案内については丹羽消防署の
ホームページに掲載されていますので、ご参考にしてください。

みんな
遊びにおいでよ！

「こども消防広場」

甲種（新規のみ）

乙　種

　今年も、小学生や小さなお子さん達を対象に、
は し ご 車 試 乗 や
様 々 な ゲ ー ム を
通 し て 消 防 の し
ご と や 火 災 予 防
に つ い て 知 っ て
も ら う「 こ ど も
消 防 広 場 」 を 開
催します。

▼日 時　11 月 23 日（土・祝）
　　　　　　午前 9 時から正午まで
　＊雨天の場合は 24 日（日）に順延
▼場 所　丹羽消防署（本署）
　（大口町上小口一丁目 624 番地）
▼内　　容
　はしご車試乗や消火体験、救急体験の催し物や、
誠信高校の吹奏楽部さんによる演奏など、様々な
イベントの開催を予定しています。

▼問い合わせ　
　丹羽広域事務組合 消防本部 予防課
　☎ (95)5158
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「安心」して暮らせる「安全」な扶桑町の確立
犬山警察署からのお知らせ 110 番

扶桑町内の 9 月中の犯罪発生総数（暫定値）は、 24 件（昨年同月 13 件）です。
　居空き被害が柏森学区で 1 件、車上狙い被害が扶桑東学区で 1 件、自転車盗被害が柏森
学区で 1 件、高雄学区で 1 件、山名学区で 1 件発生しました。

◎ 11 月 25 日から 12 月１日は、「犯罪被害者週間」です。
　犯罪被害者とそのご家族が置かれている状況、支援の
必要性について県民の方に理解を深めていただき、社会
全体で支援する気運を高めるために、県内各地で、広報
啓発活動が行われます。
　犯罪被害は、いつ誰の身に起こるかわかりません。周
囲が理解に努め、うわさ話を慎むなど、私達一人一人が
思いやりの心を持って犯罪被害者等に接することが大切
です。もしも自分が被害に遭ったら、自分の大切な人が
被害に遭ったらと考えて、犯罪被害者等が、被害から少
しでも早く立ち直り、平穏な生活を取り戻すことができ
るように、社会全体で支えていきましょう。

◎犯罪被害相談窓口のご案内
　警察は各種の犯罪被害相談窓口を設け、犯罪の被害に
遭われた方や、そのご家族・友人の方からのさまざまな
相談に応じています。
　犯罪の被害に遭うと、毎日の生活の中で、これまでに
体験したことがないようなことが起こることがありま
す。眠れない 、何もする気が起きない 、自分を責めて
しまう、感情が湧いてこない 、事件のことが頭から離れ
ない…このような状態は、犯罪の被害に遭えば、誰にで
も起こりうることなのです。あなただけに起こることで
はありません。どうか無理をしないようにしてください。 

  身近に話せる人がいない、どこに相談したらよいかわから
ない、このような時には、お電話ください。警察だけで対応
できないことについては、専門の機関をご紹介しています。
▼犯罪被害者のためのこころの悩み相談
　（ハートフルライン）☎０５２－９５４－ ８

はやくなくそうこころのきず

８ ９ ７
　月～金曜日〔祝日、年末年始を除く〕の午前 9 時～午後 5 時
▼性犯罪被害相談（性犯罪被害相談電話）
　全国共通ダイヤル　♯８

ハ ー ト さ ん

１０３　24 時間
※この電話は、
　性犯罪被害 110 番：☎０１２０－６

む ね の な か の な や み ゼ ロ

７－７８３０
　（愛知県内からのみ通話可能）につながります。
▼性犯罪被害者のためのワンストップ支援センター
　（ハートフルステーション・あいち）
　☎０５７０－０

ま も る よ ハ ー ト

６４－８１０
　月～土曜日〔祝日、年末年始を除く〕の午前 9 時～午後 8 時
　（この電話は愛知県内からのみ通話可能です。）
▼列車内の痴漢被害相談（ふれあいコール）
　☎０５２－５６１－０

ち か ん い や よ

１８４ 　24 時間
▼被害少年相談 　☎０１２０－７

な や む な な や み ゼ ロ

８６７７０　
　月～金曜日〔祝日・年末年始を除く〕の午前 9 時～午後 5 時
　※土・日・祝日・年末年始及び時間外は、留守番電話又は
　　 FAX で 24 時間受け付け、直近の勤務日に対応します。
▼ストーカー 110 番 　
　☎０５２－９６１－０８８８ 　24 時間

広げよう支援の輪　～ あなたの思いやりと理解が犯罪被害者等の支えになります ～

愛知県警察からの
お知らせ

平針運転免許試験場は、建替え工事のため、来場者の駐車場が利用できません。
公共交通機関のご利用をお願いします。
▼問い合わせ　運転免許課  ☎ 052（951）1611（内線：781‐280・281）

　
裁
判
員
は
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
に
抽
出
し
作
成
さ
れ

た
裁
判
員
候
補
者
名
簿
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
令
和
２
年
の
裁
判
員
候
補

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
今
月
中
旬
に
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
年

２
月
頃
か
ら
の
約
１
年
間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
事
前
に
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
名
簿
記
載
通
知
が
届
い
た
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件

の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
裁
判
所
に

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
な
し
に
は
成
り
立
た
な

い
制
度
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
名
古
屋
地
方
裁
判
所
裁
判
員
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
５
２
（
２
０
３
）
８
９
１
６

総
務
課　

内
線
２
１
５

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
３

障
害
者
職
業
訓
練
生

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
豊
川
市
一
宮
町
上
新
切
33
‐
14
）

で
は
令
和
２
年
４
月
入
校
の
訓
練
生
を
11
月
20
日
（
水
）
ま
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
募
集
科
目
　
①
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
科
、
②
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
③
Ｃ
Ａ
Ｄ

設
計
科
、
④
総
合
実
務
科
（
知
的
障
害
者
対
象
）、
⑤
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー

ト
科
（
精
神
障
害
者
・
発
達
障
害
者
対
象
）

▼
訓
練
期
間
　
①
～
④
１
年
間
、
⑤
９
か
月

▼
応
募
期
間
　
11
月
20
日
（
水
）
ま
で

▼
選
考
方
法
　
筆
記
試
験
及
び
面
接
試
験

▼
選
考
日
　
12
月
１
日
（
日
）
④
の
科
目

　
　
　
　
　
12
月
６
日
（
金
）
①
、
②
、
③
、
⑤
の
科
目

▼
申
込
み
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山
　
☎
０
５
６
８
（
61
）
２
１
８
５

▼
問
い
合
わ
せ

　
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山
　
☎
０
５
６
８
（
61
）
２
１
８
５

　
・
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
　
☎
０
５
３
３
（
93
）
２
１
０
２

募
集
し
ま
す
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募
集
し
ま
す

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
５

認
知
症
家
族
介
護
者
交
流
会

　
認
知
症
の
ご
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
た

ち
の
交
流
会
で
す
。

　
交
流
会
で
は
、
日
々
の
介
護
で
同
じ
よ
う

に
悩
ん
で
い
る
仲
間
と
出
会
え
、
様
々
な
悩

み
を
共
有
し
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
知

症
の
ご
家
族
の
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　「
認
知
症
に
つ
い
て
の
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
申
込

不
要
、
参
加
費
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
50
分

　
　
　
　（
開
場
　
午
後
０
時
30
分
）

▼
会
場
　
小
牧
市
ま
な
び
創
造
館
　
あ
さ
ひ

ホ
ー
ル
（
小
牧
市
小
牧
３
‐
５
５
５
）

▼
内
容
　

◆
第
１
部
　
基
調
講
演
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
20
分
～
２
時
20
分

　「
認
知
症
に
つ
い
て

　
　
　
　
～
病
気
の
こ
と
、予
防
の
こ
と
～
」

【
講
師
】
国
立
研
究
開
発
法
人
　
国
立
長
寿

　
　
　
　
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
　
病
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲わ
し
み見

　
幸ゆ

き
ひ
こ彦

氏

【
座
長
】
愛
知
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
あ
さ
ひ
が
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
名
誉
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴し

ば
や
ま山

　
漠ひ

ろ
と人
氏

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
２

認
知
症
に
つ
い
て
の

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
５

　
み
な
さ
ん
、
若
年
性
認
知
症
と
い
う
病
気

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
認
知
症
と
聞
く

と
、
高
齢
者
特
有
の
疾
患
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
65
歳
以
下
で
発
症
す
る
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
65
歳
以
下
で
発
症
し
た
方
を

一
般
的
に
「
若
年
性
認
知
症
」
と
言
い
ま
す
。

発
症
率
は
人
口
10
万
人
に
対
し
約
48
人
、
扶

桑
町
で
例
え
る
と
約
16
人
は
発
症
し
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。
発
症
年
齢
は
40
代
、
50

代
が
最
も
多
く
、
働
き
盛
り
の
年
代
も
注
意

が
必
要
な
病
気
で
す
。

　
本
講
演
で
は
、
若
年
性
認
知
症
の
当
事
者

の
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
当
事
者
の

視
点
か
ら
、
発
症
し
て
不
安
だ
っ
た
こ
と
、

気
付
い
た
こ
と
、
生
活
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所
　
扶
桑
町
中
央
公
民
館 

２
階  

講
堂

▼
講
師
　

・
お
れ
ん
じ
ド
ア 

も
～
や
っ
こ
な
ご
や

　
　
　
　
　
　
　   

代
表
　
山や

ま
だ田 

真ま

ゆ

み
由
美
氏

・
社
会
福
祉
法
人 

名
古
屋
市
社
会
福
祉 

  

協
議
会 

名
古
屋
市
認
知
症
相
談
支
援
セ 

  

ン
タ
ー
　
若
年
性
認
知
症
相
談
支
援
担
当

　
　
　
　
　 

社
会
福
祉
士
　
鬼き

と
う頭

　
史ふ

み
き樹

氏

▼
対
象
　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
町
内
在

住
、
在
勤
の
方
　
　
▼
定
員
　
１
５
０
人

▼
参
加
費
　
無
料
　
　
▼
申
込
み
　
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
　
扶
桑
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
☎
（
91
）
１
１
７
１

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

若
年
性
認
知
症
当
事
者
講
演
会

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
５

介
護
者
交
流
会

　
日
々
の
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
や
、
今
ま

で
ご
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
た
方
、
ご
自

分
や
ご
家
族
の
老
後
が
心
配
な
方
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
し
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
の
交
流
会
で
は
、
手
す
り
や
歩
行
器
な

ど
の
福
祉
用
具
に
つ
い
て
の
展
示
や
紹
介
を
お

こ
な
い
ま
す
。
実
際
に
、
見
て
触
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
今
後
の
介
護
の
参
考
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

（
時
間
内
で
自
由
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
場
所
　
扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
大
会
議
室
及
び
研
修
室

▼
参
加
費
　
無
料
　
▼
申
込
み
　
不
要

※
飲
み
物
や
お
菓
子
の
持
ち
込
み
自
由
で
す
。

　（
お
茶
は
準
備
し
て
い
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
扶
桑
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
☎
（
91
）
１
１
７
１

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

▼
日
時
　
12
月
２
日
（
月
）、
令
和
２
年
１

月
６
日
（
月
）　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
時
間
内
で
自
由
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
場
所
　
扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
研
修
室

▼
参
加
費
　
１
０
０
円（
お
茶
や
お
菓
子
代
等
）

▼
申
込
み
　
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
　
扶
桑
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
☎
（
91
）
１
１
７
１

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

◆
第
２
部
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
50
分

　「
認
知
症
の
方
を
地
域
で
支
え
る

　
～
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
実
践
～
」

▼
問
い
合
わ
せ

愛
知
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

特
定
医
療
法
人
晴
和
会 

あ
さ
ひ
が
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　
　
　
　
☎
０
５
６
８
（
88
）
０
２
８
４

▼
業
務
内
容
　
尾
北
看
護
専
門
学
校
の
教
員

と
し
て
、
学
校
内
で
の
講
義
・
演
習
及
び
病

院
で
の
実
習
指
導

▼
応
募
資
格
　
助
産
師
資
格
免
許
取
得
後
臨

床
経
験
５
年
以
上
の
方

▼
募
集
人
員
　
パ
ー
ト
職
員
１
名(

母
性
看

護
学
の
担
当
が
で
き
る
方)

▼
勤
務
時
間
【
学
校
で
の
講
義
・
演
習
】
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
【
病
院
で
の
実
習

指
導
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
休
日
等
　
土
日･

祝
日･

年
末
年
始･

夏

季
休
暇
日

▼
待
遇
　
時
間
給
　
１
，
４
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
９
０
０
円

※
助
産
師
及
び
看
護
教
員
と
し
て
の
勤
務
経 

　
験
年
数
に
よ
る

※
職
員
と
し
て
経
験
後
に
正
規
職
員
と
し
て

　
の
採
用
あ
り

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書(

一
般
様
式)

及
び

助
産
師
の
資
格
証
明
書

▼
提
出
先
　
一
般
社
団
法
人
　
尾
北
医
師
会

　
　
　
　
　  

尾
北
看
護
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者
　
鵜う
か
い飼

・
木き

し
た下

社
団
法
人　
尾
北
医
師
会　
　

　
　
尾
北
看
護
専
門
学
校
職
員

尾
北
看
護
専
門
学
校 

☎
（
95
）
７
０
２
２
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扶桑町役場　☎（93）1111 ー 19 ー

　扶桑町では、現在、財政健全化を目指して様々な経費削減策、歳入確保に取り組んでいます。
その一環として、地域産業の振興と新たな自主財源の確保対策のため、町が作成する町民向け封
筒の裏面に掲載する広告を募集します。
※ 政治活動・宗教活動・意見広告・個人の宣伝・公の秩序または善良の風俗に反するものなどは
　掲載できません。詳しくは、扶桑町有料広告掲載の取り扱いに関する要綱（町ホームページ掲載）
　を参照してください。

税務課　内線 262
住民課　内線 249

◆窓口封筒
▼封 筒 の 種 類
　住民課が各種交付書類用として使用する封筒
▼配 布 対 象
　住民課窓口の利用者
▼使用予定時期
　令和 2 年１月頃より順次使用し、 在庫が無くな
　るまでの約 1 年間
▼募集広告の大きさ
　縦 10 センチ　横 8.5 センチ　単色刷
▼募 集 広 告 数
　４枠
▼広告掲載位置
　封筒裏面下段で町が指定する位置（下記参考例）
▼広 告 掲 載 料
　1 枠 50,000 円
　（消費税及び地方 
　  消費税を含む）
▼作 成 枚 数
　20,000 枚
▼募 集 期 間
　11 月 25 日（月）
　　　　　　 まで
▼問 い 合 わ せ
　住民課

≪各種交付書類用封筒≫

縦 10cm

横 8.5cm

縦 10cm

横 8.5cm

縦 10cm

横 8.5cm

縦 10cm

横 8.5cm

◆納税通知用封筒
▼封 筒 の 種 類
　納税通知書発送用として使用する封筒
▼配 布 対 象　
　 固 定 資 産 税 (12,000 件 ）、 町 県 民 税（ 普 通 徴 収 
　10,000 件 )、軽自動車税（6,000 件）の納税義務者
▼使用予定時期
　令和 2 年 4 月頃より順次使用し、在庫が無く 
　なるまでの約 1 年間
▼募集広告の大きさ
　縦７センチ　横６センチ　単色刷
▼募 集 広 告 数　２枠
▼広告掲載位置
　封筒裏面で町が指定する位置（下記参考例）
▼広 告 掲 載 料
　1 枠 70,000 円 ( 消費税及び地方消費税を含む )
▼作 成 枚 数　28,000 枚
▼募 集 期 間　11 月 25 日（月）まで
▼問 い 合 わ せ　税務課

町民向け封筒への有料広告を募集します

縦７cm

横６cm

縦７cm

横６cm

≪税務通知書発送用封筒≫

※町税等の納付はお早めに！

生
涯
学
習
課 

☎(

93)

５
２
０
０

　
中
央
公
民
館
で
は
、
名
古
屋
経
済
大
学
と

連
携
し
、
子
育
て
中
の
親
子
や
子
ど
も
と
接

す
る
機
会
の
多
い
方
等
を
対
象
に
し
た
子
育

て
お
う
え
ん
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
中
央
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
「
野
菜
が
大
好
き
な
子
ど
も
に
」

▼
日
時
　
12
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
　
▼
定
員  
20
名

▼
内
容
　
子
ど
も
の
野
菜
嫌
い
の
理
由
や
原

因
、
食
べ
て
も
ら
う
た
め
の
効
果
的
な
方
法

な
ど
を
座
学
に
て
講
義
し
ま
す
。

▼
講
師
　
名
古
屋
経
済
大
学
人
間
生
活
科
学

部
管
理
栄
養
学
科  

今い
ま
じ
ょ
う城
安あ

き

こ
喜
子
准
教
授

▼
参
加
費  

無
料

◆
「
野
菜
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
作
ろ
う
」

▼
日
時
　
12
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

▼
対
象
　
３
歳
以
上
の
親
子
　
▼
定
員 

12
組

▼
内
容
　
子
ど
も
に
あ
ま
り
人
気
の
な
い
野

菜
を
美
味
し
く
食
べ
る
た
め
に
、
野
菜
を

使
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
作
り
ま
す
。

▼
講
師
　
名
古
屋
経
済
大
学
人
間
生
活
科
学

部
管
理
栄
養
学
科  

今い
ま
じ
ょ
う城
安あ

き

こ
喜
子
准
教
授

▼
参
加
費 

５
０
０
円

◆
「
楽
し
も
う
!!
親
子
で
一
緒
に
運
動
遊
び
」

▼
日
時
　
12
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
対
象
　
３
歳
～
５
歳
の
親
子
　
▼
定
員  

30
組

▼
内
容
　
親
子
で
一
緒
に
、
日
常
で
も
簡
単

に
で
き
る
運
動
遊
び
を
し
ま
す
。
当
日
は
保

育
者
を
目
指
す
学
生
も
参
加
し
ま
す
。

▼
講
師  

名
古
屋
経
済
大
学
人
間
生
活
科
学

部
教
育
保
育
学
科 

大お
お
つ
か塚
道ど

う
た太
准
教
授

▼
参
加
費  

無
料

子
育
て
お
う
え
ん
講
座 

受
講
生
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水泳男子・柔道男子個人戦東海大会に出場！！ 8/20

　第 73 回愛知県中学校総合体育大会男子水泳競技大会
（男子 400 Ｍ個人メドレー）で優秀な成績をおさめた扶
桑中学校 2 年生の金

か ね こ

子藍
ら ん と

大君と、同大会男子柔道競技大
会（個人戦）で優秀な成績をおさめた扶桑北中学校 3 年
生の福

ふ く だ

田 宏
ひろし

君が、第 41 回東海中学校総合体育大会出場
報告のため、表敬訪問されました。

　なお大会結果は以下の通りです。
● 金子藍大君　県大会第５位　東海大会第６位
● 福田　宏君　県大会準優勝　東海大会準優勝写真 左から 福田宏君、町長、金子藍大君

在宅介護高齢者への
慰問品贈呈式が行われました 9/2

　犬山ロータリークラブより「大判タオル」70 枚の贈呈を
受けました。これに対して町長より感謝状を贈りました。
　贈呈されたタオルは、要介護認定 4・5 で在宅ねたきり
老人等介護手当を受けておられる方に、各地区の民生委員
さんを通じてお贈りしました。

令和元年度 扶桑町総合防災訓練を実施しました9/1

　高雄小学校において、南海トラフ地震の発生を想定し、自助・
共助の重要性の再認識と防災意識の高揚を目的とした総合防
災訓練を実施しました。
　高雄小学校下の自主防災会による安否確認訓練後に、避難
所開設及び避難所受付を行い、その後は参加者の方が体験ブー
スや啓発ブースを回る住民参加型訓練を初めて実施し、500
名を超える多くの方に参加していただきました。

グランドピアノ開放
    “ 鍵盤にタッチ”7/24 ～ 8/28

　夏休み特別企画として、扶桑文化会館ロビーでミニグラ
ンドピアノを幼児から高校生までの青少年に無料開放し、
33 名の方が利用されました。
　木

き や む ら

矢村彩
あ や の

乃さんから、「きれいな音の出る、大きなピアノ
で練習できてよかった。来年もまた利用したい。」と喜びの
感想をいただきました。



扶桑町役場　☎（93）1111 ー 21 ーー 21 ー扶桑町役場　☎（93）1111

広 告
この欄は「広報ふそう」有料広告欄
です。
広告の内容に関する問い合わせは、
直接広告主へお願いします。

数え 100 歳お祝いしました 9/6

　愛知県の敬老事業として、森岡副知事、千田町長らが数え
100 歳になられた方の自宅を訪問し、敬老祝い品等を贈呈し
ました。扶桑町内に数え 100 歳の方は、男性２名、女性７名。
今回代表として、中島在住の猪

い の

野千
ち せ お

世夫さん宅へ訪問し、長
寿を祝福し、終始和やかな雰囲気で歓談しました。

熱い戦い !! 第 43 回
親善ソフトボール大会

準優勝　前野 第３位　緑ヶ丘 第３位　平塚

 9/8・15

優勝　羽根

　扶桑町北部グラウンド及び緑地公園グラウンドにおい
て、全 19 チーム 350 名が参加しました。熱戦を繰り広
げた結果、「羽根」が優勝を果たしました。

コミュニティグラウンドゴルフ大会
9/7

　町内 24 地域のコミュニティから約 230 名が参加して行われた第 23 回扶桑町コミュニティ
グラウンドゴルフ大会。今年も扶桑町グラウンドゴルフ協会のご協力をいただき、競技を楽し
みながら、親睦を深めました。

＜入賞者＞　優　勝　　長
は せ が わ

谷川錦
き ん じ

治さん（福塚）
　　　　　  　準優勝　　大

おおやぶ

藪忠
ただよし

義さん 　 （斎藤）
　　　　　  　第３位　　西

に し ぶ

部末
す え お

男さん     （南山名）
　　　　　  　第４位　　大

おおたき

瀧憲
けんいちろう

一郎さん（高木）
　　　　　  　第５位　　荻

おぎぬま

沼勇
い さ お

雄さん     （南定松）
　　　　　  　ブービー　兼

かねまつ

松康
や す よ

代さん     （柏森北）
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集
団
が
ん
検
診
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
決

ま
っ
た
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
が
ん
検

診
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
、
も
し
く
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

実施日
胃がん
800 円
40 歳以上の方

大腸がん
400 円
40 歳以上の方

前立腺がん
400 円
50 歳以上の方

子宮頸がん
700 円

＊ 20 歳以上の方

乳がん
600 円

＊ 40 歳以上の方

受付開始日

　　  11 月 16 日（土） B ◎ ◎ ◎ ◎ 受付中

　　  12 月 21 日（土） A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

11 月 8 日
（金）～

　令和２年     1 月 14 日（火） B ◎ ◎ ◎ ◎

　　　 2 月 14 日（金） A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　　    3 月   3 日（火） B ◎ ◎ ◎ ◎

＊乳がん検診・子宮頸がん検診については２年に１回の受診となります。
　令和元年度は奇数年（和暦）生まれの方が対象となります。
　（ただし、偶数年生まれの方で平成 30 年度未受診の方は受診できます。）

集
団
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（
93
）
８
３
０
０

Ａは男性優先、Ｂは女性優先で行います。

※扶桑町国民健康保険に加入している方は、一部負担金をお支払いの際に国民健康保
　険被保険者証を提示されると、無料で受診できます。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

保
健
セ
ン
タ
ー  

☎
（
93
）
８
３
０
０

　
対
象
者
に
は
、
6
月
頃
に
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
案
内
を
通
知
し
ま
し
た
が
、
接
種
は
お

済
み
で
す
か
。
令
和
元
年
度
の
対
象
者
は
、

次
の
生
年
月
日
の
方
で
過
去
に
接
種
を
し
た

こ
と
が
な
い
方
で
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
と
は
、
肺

炎
の
中
で
も
最
も
多
い
原
因
と
な
る
「
肺
炎

球
菌
に
よ
る
肺
炎
」
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

肺
炎
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
重
症
化
し
や
す

く
、
死
亡
率
も
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
ワ
ク

チ
ン
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
に
か
か
っ
た

場
合
で
も
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

ま
で

接
種
日
当
日
に
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

で
、心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
に
重
い
病
気（
身

体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
）
の
あ
る
方
、

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

機
能
障
害（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
）

の
あ
る
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

生年月日
昭和 29 年 4 月 2 日から昭和 30 年 4 月 1 日生まれの方

昭和 24 年 4 月 2 日から昭和 25 年 4 月 1 日生まれの方

昭和 19 年 4 月 2 日から昭和 20 年 4 月 1 日生まれの方

昭和 14 年 4 月 2 日から昭和 15 年 4 月 1 日生まれの方

昭和 9 年 4 月 2 日から昭和 10 年 4 月 1 日生まれの方

昭和 4 年 4 月 2 日から昭和 5 年 4 月 1 日生まれの方

大正 13 年 4 月 2 日から大正 14 年 4 月 1 日生まれの方

大正 9 年 4 月 1 日以前生まれの方

令和元年度の対象者

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
93
）
８
３
０
０

　
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
し
た

場
合
、
胎
児
が
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
の
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
風
し
ん
の
感
染
防
止
や
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
予
防
の
た
め
、
平
成
31
年

４
月
１
日
接
種
分
か
ら
予
防
接
種
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
自
ら
の
意
思
で
行
う
も
の
で

す
。
接
種
の
必
要
性
を
風
し
ん
抗
体
検
査
で

調
べ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。（
注
）

▼
助
成
対
象
者
　
妊
娠
を
予
定
又
は
希
望
し

て
い
る
女
性
及
び
そ
の
夫

※
妊
娠
中
の
方
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を
除

　
き
ま
す
。

▼
助
成
金
額
　
接
種
費
用
の
１
／
２

　
　
　
　
　
　（
上
限
額
　
５
，
０
０
０
円
）

※
生
活
保
護
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

　
る
方
は
全
額
無
料
で
接
種
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

▼
助
成
回
数
　
１
回
限
り

▼
助
成
方
法
　
償
還
払
い
（
払
い
戻
し
）

※
医
療
機
関
で
接
種
後
、
直
接
医
療
機
関
に

　
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
後
日
、
保

　
健
セ
ン
タ
ー
で
費
用
助
成
の
申
請
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類
　
身
分
を
証
明
す
る
も
の
、
領

収
書
（
原
本
）、
印
鑑
、
通
帳

（
事
前
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
方
は  

  

結
果
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

※
保
健
セ
ン
タ
ー
行
事
の
都
合
に
よ
り
、
駐

　
車
場
、
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
申
請
期
限
　
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

（
注
）
抗
体
検
査
に
つ
い
て

　
風
し
ん
は
、
十
分
な
抗
体
が
な
い
と
風
し

ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
抗

体
検
査
は
、
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
検
査
の
費
用
は
実
費
負
担
で
す
が
、
初

め
て
の
お
子
さ
ん
を
ご
希
望
の
女
性
や
そ
の

夫
は
、
愛
知
県
の
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

江
南
保
健
所
（
☎
（
56
）
２
１
５
７
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
場
所
　
扶
桑
町
・
大
口
町
・
江
南
市
・

犬
山
市
委
託
医
療
機
関

※
他
市
町
村
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
　
２
，
０
０
０
円

（
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

※
過
去
に
自
費
で
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
方
、

　
及
び
対
象
者
の
生
年
月
日
に
あ
て
は
ま
ら

　
な
い
方
の
う
ち
75
歳
以
上
で
接
種
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
助
成
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
申
請
が
必
要
で
す
の
で
保
健
セ
ン

　
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
過

　
去
に
助
成
の
制
度
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ

　
る
方
を
除
き
ま
す
。）
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情
　
報

募
　
集

保
　
健

特
　
集

町
　
政

扶桑町役場　☎（93）1111 ー 23 ー

情
　
報

募
　
集

保
　
健

特
　
集

町
　
政

犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会

　
風
邪
や
ち
ょ
っ
と
し
た
け
が
は
、
ほ

う
っ
て
お
い
て
も
自
然
と
治
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
体
の
治

癒
力
の
お
か
げ
で
す
。
け
れ
ど
歯
に
関

し
て
は
、
痛
み
や
欠
損
（
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
場
所
）
が
あ
っ
て
も
、
気
に
な

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
は
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
然
に
治
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
ム
シ

歯
が
そ
う
で
す
。
歯
の
周
囲
の
環
境
が

酸
化
し
て
、
歯
が
白
濁
す
る
と
い
っ
た

場
合
を
除
き
、
身
体
の
中
で
も
最
も
固

い
組
織
の
エ
ナ
メ
ル
質
で
覆
わ
れ
た
歯

の
表
面
は
、
一
度
ム
シ
歯
で
破
壊
さ
れ

る
と
、
二
度
と
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。

細
菌
が
入
り
込
ん
で
い
る
部
分
を
取
り

除
い
て
そ
れ
以
上
感
染
が
進
ま
な
い
よ

う
に
し
た
の
ち
、
人
工
的
な
材
料
で
修

復
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
放
置
し
て

お
く
と
感
染
層
が
ど
ん
ど
ん
深
く
広
く

な
っ
て
、
エ
ナ
メ
ル
質
や
象
牙
質
が
破

壊
さ
れ
、
神
経
に
至
る
と
強
烈
な
痛
み

を
発
し
ま
す
。
た
だ
痛
み
は
個
人
差
が

あ
る
の
で
、
我
慢
で
き
る
痛
み
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
歯
の
神
経

の
感
覚
が
な
く
な
り
、
失
活
歯
と
呼
ば

れ
る
状
態
に
な
り
、
細
菌
感
染
に
よ
り

歯し

髄ず
い

壊え

疽そ

と
い
う
痛
み
と
腫
れ
を
伴
っ

た
症
状
を
訴
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
を
せ
ず
に
痛
く
な
く
な
っ
て
も
、

そ
れ
は
一
時
的
に
収
ま
っ
て
い
る
か
、

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り

　
「
自
然
治
癒
は
あ
る
？
」

さ
ら
に
次
の
悪
い
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
ま

で
の
移
行
時
期
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
神
経
を
取
っ
て
処
置
し
た
歯
も
二

次
カ
リ
エ
ス
と
い
っ
て
ム
シ
歯
に
な
る

こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
神

経
は
な
い
の
で
不
快
症
状
が
少
な
い
の

で
す
が
、
破
壊
が
進
ん
で
歯
の
多
く
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
根
の
部
分
を

保
存
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ま
だ
残
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
根
の
部

分
に
ム
シ
歯
が
及
ぶ
と
そ
の
歯
の
生
存

率
は
ぐ
っ
と
下
が
っ
て
ゆ
く
の
で
す
。

犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会

　
み
な
さ
ん
、
定
期
的
に
歯
の
健
診
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

　
き
ち
ん
と
歯
を
磨
い
て
い
る
つ
も
り
で

も
、
知
ら
な
い
間
に
む
し
歯
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
お
子
さ
ん
の

健
や
か
な
成
長
に
は
、
健
康
な
歯
は
と
て

も
大
切
で
す
。
口
の
中
の
細
菌
チ
ェ
ッ
ク

も
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
歯
科
健
診
、フ
ッ
素
塗
布
（
小

学
生
ま
で
）、
口
の
中
の
細
菌
チ
ェ
ッ
ク

（
定
員
80
名
）

▼
対
象
　
扶
桑
町
在
住
の
方

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

お

　
近
く
の
方
は
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
秋
の
歯
と
口
の
健
康
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

　
扶
桑
町
で
は
、成
人
歯
科
健
診
、糖
尿
病
歯
科
健
診
、

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象

の
方
に
は
４
月
（
後
期
高
齢
者
の
方
は
６
月
）
に
無

料
ク
ー
ポ
ン
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
も
う
健
診
は
お

済
み
で
す
か
？
対
象
の
方
は
、
お
早
め
に
歯
科
健
診

を
受
け
て
歯
の
健
康
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
　
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
実
施
場
所
　
扶
桑
町
・
犬
山
市
委
託
歯
科
医
院

　
　
　
　
　
　（
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
費
用
　
無
料

歯
科
健
診
は
受
け
ま
し
た
か

保
健
セ
ン
タ
ー  

☎
（
93
）
８
３
０
０

①成人歯科健診
年齢 生年月日

４０歳   昭和５４年４月１日から昭和５５年３月３１日生まれの方

４５歳   昭和４９年４月１日から昭和５０年３月３１日生まれの方

５０歳   昭和４４年４月１日から昭和４５年３月３１日生まれの方

５５歳   昭和３９年４月１日から昭和４０年３月３１日生まれの方

６０歳   昭和３４年４月１日から昭和３５年３月３１日生まれの方

６５歳   昭和２９年４月１日から昭和３０年３月３１日生まれの方

７０歳   昭和２４年４月１日から昭和２５年３月３１日生まれの方
②糖尿病歯科健診

平成３０年度の特定健診の結果、HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）
が５．６以上の方

③後期高齢者歯科健診
平成３１年４月１日現在満７５歳以上の方

▼令和元年度の対象者

第18回　さくら市民公開講座　～地域に健康と安心を～
▼日　時：11 月 16 日（土）午前 10 時～午後 3 時　▼会　場：イオンモール扶桑 ウエストコート（扶桑町大字
南山名字高塚 5-1）　▼参加費：無料（事前申込み不要。直接会場へお越しください）
▼内　容：「 意外と知らない Part2 　～ 今日から実践してみよう！ ～ 」
　薬剤師・口腔外科医師が、意外と知らないカラダにまつわる疑問をわかりやすくお話しします。
　お気軽に参加できる血圧・血糖測定、健診等の報告書から症状を説明する検査結果説明、栄養展示、AED・
　胸骨圧迫体験などのブースを設けております。※検査結果説明をご希望の方は、結果をご持参ください。
♦第一部「健康ブース」   午前 10 時～正午
　　　　  ● 血圧・血糖測定　● 検査結果説明　● 栄養展示　● AED・胸骨圧迫体験
♦第二部　講演　午後 2 時～３時
　　　　　Ⅰ　「薬に関する話（仮）」…………… さくら総合病院 薬剤管理センター主任　西

にしかわ

川 佐
さ き こ

紀子
　　　　　Ⅱ　「口に関する話（仮）」…………… さくら総合病院 口腔外科部長　太

お お た

田 充
みつひこ

彦
　※内容および時間は一部変更となる場合があります。予めご了承ください。
▼問い合わせ　さくら市民公開講座 事務局 ☎（95）6711（代表）
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「
初
時
雨
」　  

　
　
　
　 

ふ
そ
う
俳
句
会

　

竹
生
島
ひ
と
と
き
け
ぶ
る
初
時
雨　
　
　
　

荻お
ぎ
の野　

青せ
い
ほ歩

　

菊
日
和
明
治
の
風
を
深
呼
吸　
　
　
　
　
　

会あ
い
だ田　

宗そ
う
わ和

　

休
み
田
の
水
の
中
な
る
草
紅
葉　
　
　
　
　

大お
お
わ
き脇　

勝か
つ
ひ
ろ博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扶
桑
川
柳
ク
ラ
ブ

　

無
事
感
謝
出
番
な
か
っ
た
備
蓄
水　
　
　
　

高た
か
の
せ

野
瀬
徳の
り
こ子

　

警
鐘
を
乱
打
地
球
の
悲
鳴
聞
く　
　
　
　
　

飯い
い
だ田　

重し
げ
き樹

　

ち
び
っ
子
の
手
に
引
き
摺
ら
れ
千
歳
飴　
　

土つ
ち
や屋　

夢ゆ
め
こ子

　
　
　
　
　 

「
里
芋
大
葉
」　
　
　
　
　
ふ
そ
う
短
歌
会

　　

朝
露
の
ほ
ろ
り
ほ
ろ
ほ
ろ
ま
ろ
び
つ
つ

　
　
　

落
ち
そ
で
落
ち
ず
里
芋
大
葉　
　
　

   

北き
た
む
ら村　

久ひ
さ
こ子

　

遠
山
に
白
雲
浮
か
び
秋
風
は

　
　
　

薄
す
す
き
の
原
を
そ
っ
と
撫
で
行
く　

  　
　

 

鳥と
り
い居　

治は
る
こ子

　
「
鵜
飼
は
ね
、
鵜
が
か
わ
い
そ
う
」
と
少
年
は

　
　
　

屋
形
船
下
り
て
ポ
ツ
リ
と
言
う　
　

   

村む
ら
く
も雲
た
み
え

　
　
　
　「
中
秋
の
月
」  　
　
　
　

蘇そ
し
ょ
く軾　
　

　

暮ぼ
う
ん雲
収お

さ

ま
り
尽
く
し
て
清せ

い
か
ん寒
溢あ

ふ

る

　

銀ぎ
ん
か
ん漢
声
無
く
玉

ぎ
ょ
く
ば
ん
般
を
転
ず

　

此
の
生せ
い

此
の
夜
長

と
こ
し

え
に
好
か
ら
ず

　

明
月
明
年
何い
づ

れ
の
何
れ
の
処
に
か
看み

ん

　「
意
」　
暮
れ
方
の
秋
の
気
配
が
清
い
。
天
の
川
も
月
も
う
つ
く
し
い
。

　
　
　
　
我
が
一
生
も
中
秋
の
良よ
な
が夜
も
う
つ
り
変
わ
る
。
さ
れ
ば
明
年
は

　
　
　
　
ど
こ
で
こ
の
月
を
見
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　 

　
　
　
　
　
　
正
風
流
二
代
目
家
元
　
山や
ま
う
ち内

　
正せ
い
ふ
う風

詩
吟

短
歌

俳
句

川
柳

 From LIBRARY 扶桑町図書館 ☎ (93)8630　開館時間　午前 10 時～午後 6 時  
　
食
欲
の
秋
　
～
“
食
”
を
題
材
に
し
た
本  

～

その他の本

　ツアーコンダクターとして国内外

を旅してきた万智は、義母の介護の

ため退職。旅先で料理を学んだ経験

を生かし、義母の死去後、自宅で料

理教室を営むことに。珍しい郷土料

理を扱う教室には、老若男女の生徒

たちが通ってきて ･･･。

　著者の秋川滝美氏は 2012 年より

オンラインにて作品公開開始。「い

い加減な夜食」にて出版デビュー。

ほかの著書に「幸福な百貨店」など。

　臨死体験から 10 年、私は生きて

いる。台所から命をもらって－。

大病を経験した著者が、「食は命」と

改心し、おうちごはんを作るまでを

綴る。料理研究家・鈴
す ず き

木登
と き こ

紀子との

対談も収録。

　著者の内館牧子氏は、1948 年秋

田県生まれ。武蔵野美術大学卒業。

脚本家。ドラマの脚本を手がける。

著書に「終わった人」「すぐ死ぬんだ

から」「大相撲の不思議」など。

　満希が営む目黒の小さなイタリア

ン「食堂メッシタ」。ライターの笙

子は母親を亡くし落ち込んでいた時

に、満希の料理に出会い元気を取り

戻した。そんなある日、満希がお店

を閉めると宣言し ･･･。

　著者の山口恵以子氏は 1958 年東

京都生まれ。早稲田大学文学部卒。

「邪剣始末」でデビュー。「月下上海」

で第 20 回松本清張賞を受賞。他の

著書に「あなたも眠れない」など。

11 月の催しもの

と　き 催しもの

毎週月曜日・午前 11 時～ あかちゃん絵本
　　        よみきかせ会

毎週木曜日・午前 10 時～
　午後 0 時 30 分

 あかちゃんクラブ
　　        ラッコルーム

2・9・
16・23・
30 日（土）

・午前 11 時～
 「おはなし」と
         「あそび」の広場

17 日（日）・午前 11 時～ 子ども★工作教室

  3 日（日）
・午前 11 時～
・午後 2 時～

子どもビデオ劇場

「
食
堂
メ
ッ
シ
タ
」

山や
ま
ぐ
ち口　

恵え

い

こ

以
子
／
著

「
マ
チ
の
お
気
楽
料
理
教
室
」

秋あ
き
か
わ川　

滝た
き
み美

／
著

「
牧
子
、
還
暦
過
ぎ
て

チ
ュ
ー
ボ
ー
に
入
る
」

内う
ち
だ
て館　

牧ま
き
こ子
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◆「やっぱり食べに行こう。」 
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◆「さよならの夜食カフェ」  
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◆「ケーキ王子の名推理（スペシャリテ）1 ～ 3」
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文／著

◆「うちのレシピ」 
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◆「海苔と卵と朝めし」 
向
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田　邦
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◆『ふそうで行われた行事写真展』近
こんどう

藤泰
や す き

樹氏
　  10 月 26 日（土）～ 11 月 10 日（日）
◆『フォト集団 ｢ コスモ ｣ 写真展』
　  11 月 17 日（日）～ 11 月 30 日（土）

展
示
会
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原稿未着

各 公 共 施 設 の お や す み

役 場
☎（93）1111

 土曜日・日曜日・祝日

保 健 セ ン タ ー
☎（93）8300

 土曜日・日曜日・祝日

総合福祉センター
☎（91）1151

 月曜日

総 合 体 育 館
☎（93）2441

 火曜日

扶 桑 文 化 会 館
☎（93）9000

 月曜日（祝日は除く）・
 火曜日

中 央 公 民 館
☎（93）7211

 火曜日

図 書 館
☎（93）8630

 火曜日・第３水曜日

学習等供用施設  月曜日・祝日

ス マ ホ で 広 報 紙
アプリで読むには

まずは左のＱＲコードから
ダウンロード！！
※通信料は利用者負担です。

町の人口
（10 月 1 日現在）

人口 　　34,798 人（＋ 27）

男 　　17,349 人（＋ 18）

女 　　17,449 人 （＋ 9）

世帯数 14,193 世帯  （＋ 22）
　※（　）前月比

扶桑北中学校 ２年

折
お り た

田　しずくさん

今月号の表紙  絵の題　「 秋祭り 」

　たくさんの人が集まり、みんな思い思いに遊び

回っている様子がとても楽しげで、記憶に強く

残っていたので、秋祭りの様子を描きました。　  

　先月号から、平成 30 年度に実施したアンケート調査結果をシリーズでお知らせしています。
このアンケートは、昨年 10 月に町内在住の 15 歳以上の方 1,000 名を無作為抽出し実施しました。
なお、回収率は 32.0％でした。
　2 回目の今回は「男は仕事、女は家庭という考え方についてどう思いますか？」です。

企画：ふそう男女共同参画懇話会

政策調整課　内線 316

男女共同参画

     コ
ラム

扶桑町男女共同参画プラン策定にあたっての
アンケート調査結果について ②

～ 男は仕事？女は家庭？ ～

　「同感しない」「あまり同感しない」
を合計した数は全体で 41.6％でした。
10年前の同じ調査の数値は28.6％で、
13 ポイント上昇しています。
　「性別で役割を決めるのが当然」と
いう考えは 10 年間で大きく変わって
います。
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　「男だから○○してよ！」「女だから△△できて当然だ！」と決めつけるのでは
なく、やれる人、得意な人がやっていくのが当たり前になると、もっと生きやす
い社会になるのかもしれませんね。
　「性別」のフィルターではなく、「思いやり」のフィルターをとおして相手を見
ることを始めてみましょう。お互いに。

9 月 １～ 9 月

刑法犯総数 24 件
（13 件）

112 件
（170 件）

住宅対象侵入盗 1 件
（0 件）

7 件
（22 件）

車 上 ね ら い 1 件
（1 件）

7 件
（10 件）

自 転 車 盗 3 件
（4 件）

24 件
（35 件）

◆扶桑町内主な犯罪発生状況 ( 暫定値 )

（昨年同期）
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